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Ⅰ 調査の目的 

 

  生ごみの水切りを徹底することにより、可燃ごみ排出量の減少が期待できることから、 

回転式水切器を用いてモニタリングを実施し、生ごみ減量化の効果を検証する。 

 

Ⅱ 調査方法 

 

１）調査対象者 

 平川市在住で生ごみ減量化モニター募集に申込みをした方。 

 

２）モニター機器及び募集定員  

  回転式水切器 

募集定員１００名 

 

３）調査方法 

  毎戸チラシによりモニターを募集し、モニター機器を配付、３ヶ月使用後に調査票及び 

記録表についての報告を受ける。配付したモニター機器は回収しない。 

 

４）調査期間・応募者及び回答者 

  平成２９年７月１５日（土）から平成２９年１０月１５日（日）まで 

応募者２０名 

回答者１１名（５５％） 

 

５）調査内容 

 調査期間内において、回転式水切器を使用し、水切りの徹底を行うことによる生ごみの 

減量化の効果について検証するため、水切り前後の重量の記録並びにアンケート調査を実 

施する。 

 

６）申込・提出先 

  平川市役所 市民生活部 市民課 環境衛生係 

 

７）提出期限 

  平成２９年１０月２３日（月） 

 

 

 

 

 



【１】家族構成についてお知らせ下さい。 

 

 

 

【２】以前から生ごみの水切りをしていましたか？ 

 

 

 

①■いつも行っていた     …６名（５５％） 

②■時々行っていた      …０名（ ０％） 

③■ほとんど行っていなかった …３名（２７％） 

④■まったく行っていなかった …２名（１８％）     計１１名 

 

【３】以前行っていた水切りの方法はどのようなものですか。 

     （【２】で①あるいは②と回答した方） 
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③シンクの排水カゴを使用 

②三角コーナーを使用 

①水切りネットを使用 
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【４】回転式水切器の使いやすさはどうでしたか。 

 

 

 

①■使いやすい     …４名（３６％） 

②■使いにくい     …２名（１８％） 

③■どちらとも言えない …５名（４６％）   計１１名 

 

【５】使いにくかった点はどういったところですか。 

（【４】で②と回答した方） 

 

 

 

 

 

 【６】水切りをして良かった点はどういうところですか？ 

  （複数回答可） 
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⑥なし 

⑤ごみの減量に関心を持った 

④小バエなどの虫が減った 

③生ごみのにおいが少なくなった 

②ごみの量が減った 

①ごみが軽くなった 
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・手で絞って水を切った方が良かったと感じた。使用後に器具を毎回洗うの

が大変だった。 

・うまく回らない。取り外した際、下の回転台が外れて取付けにくい。 

② 

(世帯) 
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【７】水切りによる生ごみの減量効果についてどう思いますか。 

 

 

 

①■かなりある…  ３名（２７％） 

②■少しある  … ６名（５５％） 

③■変わらない … ２名（１８％）            計１１名 

 

【８】今後も水切りを継続しますか。 

 

 
 

       ①■継続する      … ８名（７３％） 

       ②■継続しない     … ２名（１８％） 

       ③■どちらとも言えない … １名（ ９％）       計１１名 
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★②継続しない理由 

・別な方法で水切りを行う。 

・シンクの排水カゴを使う。角型でも水切器があれば良い。 

① 

★①継続する理由 

・可燃ごみとして出す時に、他のごみが濡れないで良い。 

② 

(73%) 

(18%) 

★③どちらとも言えない理由 

・三角コーナーとあまり変わらない。 

① 

(9%) 

③ 

② 

③ 

(27%) 

(55%) 

(18%) 



【９】その他、意見や感想等がございましたら記入して下さい。 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////まとめ////////////////////////////////////////////////////////////////////

希望者の世帯構成は、２～３人の小規模世帯が多い。 

メリットとしては、水切器モニター記録集計結果では、１日一世帯あたりの減 

少量が２７ｇで、３人世帯だとすると、ひとり当たり１日９ｇの減少になる。 

デメリットとしては、今回モニタリングした水切器とシンクの排水口の形状が 

合わない場合があることや、回すのに手間がかかることが挙げられる。 

水切器の効果は高いという回答も多く、水切りは今後も継続して続けたいとの 

回答が多く、水切り自体の定着・浸透が進めば、可燃ごみの減量化には効果的と 

推測される。 

 水切器の仕様・規格や手間という問題を踏まえ、水切りを継続させるため、今 

後も水切器に関する情報収集や水切りの徹底についてＰＲを進めていくことが重 

要と考える。 

 

・同じ種類の生ごみでも、水切り時の条件が違うと数値に差が出た。 

・回転式水切器が小さく、ごみが多い時は大変。 

・細かいごみが溝に挟まるため、ネットは必要。手で絞ることもあった。 

・シンクの排水口の形状と合わないため、うまく回転せず、充分な効果がなか

った。 

・水を切る作業が面倒だった。回すのに少し力も必要だった。モニター期間３

ヶ月は長かった。毎日排水口を洗ったのでぬめりがなくきれいだった。 

 


